
湛
睿
の
唱
導
資
料
に
み
る
説
草
を
め
ぐ
っ
て

田

中

徳

定

は
じ
め
に

仏
教
法
会
に
お
い
て
、
僧
た
ち
は
説
教
の
手
控
え
と
し
て
小
型
の
冊
子
を
懐
中
に
携
行
し
た
。
そ
れ
が
説
草
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

説
草
を
中
心
と
し
た
唱
導
と
中
世
文
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
永
井
義
憲
氏
が
、
仏
教
説
話
集
の
編
纂
成
立
は
唱
導
を
前
提
と

し
て
考
え
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
こ
と
、
軍
記
文
学
の
文
体
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
、
軍
記
の
中
に
語
ら
れ
る
イ
ン
ド
・

中
国
の
説
話
は
、
す
で
に
唱
導
を
通
じ
て
周
知
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
軍
記
の
中
に
織
り
込
ま
れ
受
容
さ
れ
た

こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る

(

１)

。
ま
た
、
説
草
が
中
世
文
学
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
岡
見
正
雄
氏
が
、
説
草｢

鹿
野
苑
物
語｣

に
つ
い

て
、
軍
記
の
表
現
と
の
類
似
性
を
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
唱
導
の
場
で
盛
ん
に
因
縁
譚
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が『

因
縁
集』

や『

私
聚
百

因
縁
集』

と
い
う
説
話
集
が
編
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
説
草｢

多
田
満
仲｣

に
、
幸
若
舞
曲｢

満
仲｣

と
共
通
詞
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
説
草｢

多
田
満
仲｣

が
幸
若
舞
曲｢
満
仲｣

、
謡
曲｢

仲
光

(

満
仲)｣

の
も
と
で
あ
る
こ
と
、
中

��



世
小
説
の
類
が
唱
導
の
場
を
経
過
し
て
き
た
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

説
草
は
、
中
世
の
文
学
や
芸
能
を
培
う
土
壌
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
説
草
は
、
本
来
人
々
の
信
仰
、
そ
れ
も
現
実
の

生
活
に
お
け
る
信
仰
や
生
活
思
想
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
々
は
、
説
教
の
法
話
を
通
し
て
仏
教
の
知
識
を
得
、

ま
た
説
教
を
聞
い
た
感
動
か
ら
信
仰
へ
と
赴
く
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
中
世
を
代
表
す
る
唱
導
の
一
派
で
あ
っ
た
安

居
院
流
の
唱
導
資
料
か
ら
は
、
様
々
な
法
会
に
お
い
て
説
教
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
説
教
の
手
控
え
で
あ
っ
た
説
草

は
、
実
際
の
法
会
で
使
用
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
多
く
の
法
会
で
使
用
さ
れ
た
う
え
に
、
さ
ら
に
現
在
ま
で
残
っ
て

い
る
説
草
と
な
る
と
、
そ
の
数
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
で
も
、
近
年
い
く
つ
も
の
説
草
が
翻
刻
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
影
印
が
紹
介
さ

れ
て
い
る

(

３)

。
そ
の
よ
う
な
説
草
の
中
で
、
納
冨
常
天
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
、
金
沢
文
庫
所
蔵
の
湛
睿
の
唱
導
資
料

(

４)

は
、
多
く
の

説
草
を
含
ん
で
お
り
、
中
世
に
お
け
る
信
仰
の
有
り
様
や
説
草
と
文
学
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

湛
睿
の
生
涯
と
そ
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
納
冨
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る

(

５)

が
、
湛
睿

(

一
二
七
一
〜
一
三
四
七)

は
、
東
大
寺
の
凝

然
に
従
っ
て
華
厳
を
究
め
、
律
・
浄
土
な
ど
の
諸
宗
を
学
ん
だ
後
、
関
東
に
下
向
し
、
金
澤
称
名
寺
開
山
の
審
海
に
就
い
て
密
乗
を
学
ん

だ
僧
で
あ
る
。
湛
睿
は
、
金
澤
実
時
が
称
名
寺
に
文
庫
を
設
立
す
る
に
際
し
て
、
審
海
、
劍
阿
を
助
け
、
広
く
聖
教
類
の
蒐
集
な
ら
び
に

書
写
に
尽
く
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
納
冨
氏
に
よ
れ
ば
、｢

湛
睿
に
お
け
る
唱
導
は
弁
暁
・
凝
然
か
ら
南
都
流
を
、
釼
阿
か
ら
安
居

院
流
お
よ
び
南
都
流
を
う
け
て
い
る｣

が
、｢

残
存
す
る
湛
睿
の
唱
導
資
料
中
に
、
安
居
院
唱
導
資
料
か
ら
直
接
影
響
を
う
け
た
も
の
は
殆

ど
み
ら
れ
な
い｣

と
い
う
こ
と
で
あ
る

(

６)

。
納
冨
氏
は
、
一
九
六
点
に
の
ぼ
る
唱
導
資
料
を
紹
介
さ
れ
、
内
容
や
使
用
目
的
に
よ
っ
て
、
次

の
三
項
目
に
大
別
さ
れ
た
。

(

Ａ)

仏
事
法
会
関
係

(

八
〇
部)

��
���



(

Ｂ)

仏
事
法
会
と
追
善
供
養

(

逆
修
も
含
む)

に
使
用
し
た
も
の

(

一
〇
部)

(

Ｃ)

追
善
供
養

(

逆
修
も
含
む)

に
使
用
し
た
も
の

(

一
〇
六
部)

湛
睿
の
唱
導
資
料
は
、
使
用
さ
れ
た
年
月
、
場
所
、
法
会
の
種
類
が
覚
え
書
き
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
実
際
の
唱
導
の

場
に
お
い
て
、
説
教
僧
が
人
々
に
ど
の
よ
う
な
教
義
や
法
話
を
語
っ
て
い
た
の
か
を
如
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

信
仰
の
場
に
お
け
る
僧
と
人
々
と
の
、
ま
さ
に
接
点
と
な
っ
て
い
た
資
料
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
の
生
活
に
お
け
る
信
仰
の
あ
り
よ
う
を

生
き
生
き
と
今
に
伝
え
る
資
料
な
の
で
あ
る
。

以
前
、
孝
思
想
の
観
点
か
ら
、
追
善
供
養
法
会
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
説
草
か
ら
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
は
孝
思
想
を
基
盤
と
し
て
営

ま
れ
て
い
た
こ
と
、
追
善
供
養
は
亡
き
親
へ
の
死
後
の
孝
行
で
あ
り
、
仏
教
的
観
点
か
ら
追
善
供
養
が
真
の
孝
行
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
の
説
教
に
お
い
て
は
、
親
の
恩
を
讚
え
、
法
会
を
営
む
施
主
の
孝
を
讚
え
る
た
め
、
親
子
の
恩
愛

物
語
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た

(
７)
。
と
こ
ろ
で
、
納
冨
氏
が｢

仏
事
法
会
関
係｣

に
分
類
さ
れ
て
い
る
説
草
に
も
、
親
子
の
恩
愛
物

語
を｢

因
縁｣

と
し
て
説
く
説
草
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
以
外
の
法
会
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
説

草
に
つ
い
て
、
孝
思
想
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て
み
る
。
ま
た
併
せ
て
中
世
の
文
学
や
芸
能
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

一
、
涅
槃
会
に
使
用
さ
れ
た
説
草

納
冨
氏
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
湛
睿
の
唱
導
資
料
を
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
の
中
を
、
さ
ら
に
そ
の
内

容
や
使
用
目
的
に
よ
っ
て
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。｢(

Ａ)

仏
事
法
会
関
係｣
に
分
類
さ
れ
た
唱
導
資
料
に
つ
い
て
は
、｢(

一)

仏
・

��



菩�
の
讃
歎
に
関
す
る
も
の｣

｢(

二)

教
典
の
注
釈
に
関
す
る
も
の｣

｢(

三)

教
義
に
関
す
る
も
の｣

｢(

四)

密
教
修
法
に
関
す
る
も
の｣

｢(
五)

写
経
関
係
の
も
の｣

｢(

六)

布�
会
に
関
す
る
も
の｣

｢(

七)

年
始
説
戒
に
関
す
る
も
の｣

｢(

八)

涅
槃
会
に
関
す
る
も
の｣

｢(
九)
彼
岸
会
に
関
す
る
も
の｣

｢(

十)

仏
名
会
に
関
す
る
も
の｣
｢(

十
一)

千
部
経
に
関
す
る
も
の｣

｢(

十
二)

其
の
他｣

に
分
類
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
中
に
は
、
い
く
つ
も
の
説
話
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
黒
田
彰
氏
に
よ
っ
て
、『

孝
行
集』

、『

私
聚
百
因

縁
集』

、
小
林
文
庫
本『

百
因
縁
集』

と
の
同
類
話
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
説
話
集
と
説
草
と
の
往
還
関
係
を
考
え
る
べ
き
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る

(

８)

。
ま
た
、
黒
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
説
話
集
以
外
に
も
、『

直
談
因
縁
集』

と
の
同
類
話
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

(

後
述)

。

お
そ
ら
く
、
説
草
と
説
話
集
、
ま
た
教
典
の
注
釈
は
、
直
線
的
な
影
響
関
係
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
永
井
義
憲
氏
や
岡
見
正
雄
氏
が
提
言
さ
れ
た
ご
と
く
、
唱
導
の
場
で
多
く
の
聴
衆
を
惹
き
つ
け
た
説
話
は
、
説

話
集
の
中
に
収
録
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
芸
能
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

湛
睿
の
唱
導
資
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
説
草
に
関
し
て
い
え
ば
、
様
々
な
法
会
で
用
い
ら
れ
た
説
草
の
中
に
、
親
子
の
恩
愛
を
テ
ー
マ

と
し
た
物
語
を
幾
つ
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
点
、
信
仰
と
文
学
の
両
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
親
子
の
恩
愛
を
テ
ー
マ
と
し

た
説
草
と
説
話
集
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
説
草｢

恵
心
僧
都
母
事｣

は『

三
国
伝
記』

巻
十
二
第
三｢

恵
心
院
源
信
僧
都

事｣

の
基
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
お
り

(

９)

、
説
草｢
院
源
僧
正
事｣

は『

発
心
集』

巻
五
第
十
五
話｢

正
算
僧
都
の
母
、
子
の
為
に

志
深
き
事｣

と
の
類
似

(『

内
外
因
縁
集』

に
収
載
さ
れ
る

｢

正
算
訪
雪｣

は
同
話
の
要
旨)

が
考
え
ら
れ
て
い
る

(

10)

。
こ
の
よ
う
に
、
親
子
の
恩

愛
を
テ
ー
マ
と
し
た
説
草
に
記
さ
れ
る
説
話
が
説
話
集
に
収
録
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
親
子
の
恩
愛
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
聴
衆
の
心
を
捉

え
る
話
で
あ
り
、
聴
衆
に
好
ま
れ
た
話
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
湛
睿
の
唱
導
資
料
の
中
、
追
善
供
養
法
会
に
お
い
て
使
用
さ

れ
た
説
草
に
み
ら
れ
る
親
子
の
恩
愛
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
に
つ
い
て
は
拙
著
で
触
れ
た
が
、
そ
の
他
の
法
会
に
お
い
て
も
、
親
子
の
恩
愛

��



を
テ
ー
マ
と
し
た
話
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
説
教
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
説
話
集

や
芸
能
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
察
し
て
い
く
。

納
冨
氏
が
、｢

涅
槃
会
に
関
す
る
も
の｣

と
し
て
分
類
さ
れ
た
資
料
に
、
次
の
よ
う
な
説
草
が
あ
る
。

○｢

陵
母
因
縁
／
母
思
子
之
志
深
事
／
女
心
武
事｣
(

粘
葉
装
一
五
・
七
×
一
一
・
七
㎝
、
三
一
四
箱)

漢
ノ

高�
与
項カ

ウ

羽ウ
一

相
戰
。
高�
ハ

十
万
騎
ノ

兵
ノ
ヲ

率
イ

覇ハ

上
ニ一

構
ヘ

城
ヲ一

、
項
羽
ハ

四
十
万
騎
ノ

勢
ヲ

引
テ

鴻
門
ニ一

取
陣
ヲ一

。高�

ニ

有
二
人
ノ

臣
下
一

一
人
ヲ
ハ

名
ク

長
良
ト一

。
心
賢
ク

智
明
ニ�
、
廻
シ

計
ヲ

於
惟
悵
之
中
チ
ニ
一

、
施
ス

勝
コ
ト
ヲ

於
千
里
之
外
ニ一

。
軍
ノ
タ
ハ
カ
リ
物
ノ

ヲ
キ
テ
惣
テ

無
比
一ニ

者
テ

候
キ

。
今
一
人
ヲ
ハ

云
フ

焚ハ
ム

會
一

。
此
ハ

死
生
不
知
ノ

兵
也
。
懸
ケ

軍
サ
ノ

前
一ヲ

破
コ
ト

敵
ノ

陣
一ヲ

無
シ

向
フ
ル

面
一ヲ

之
人
一

。
弓
馬
之
勢
ヒ

傳
ヘ

家
一ニ

、
勇ヨ

ウ

士
之

聞
ヘ

遍
シ

世
一ニ

。
何
レ
モ�
ユ
ヽ
シ
カ
シ
兵
候
。時
ニ

高�
兵
ノ

、
中
カ
テ

言
フ
ル
ハ

、
戰
已
ニ

及
フ

度�
一ニ

。
勝
負
可
限
ル

今
度
一ニ

。
但
シ

項
羽
ハ

多
勢
也
、

我
ハ

無
勢
也
。
破
ラ
ム

敵
ノ

陣
一ヲ

事
不
可
容
易

タ
ヤ
ス
カ
ル

一

。
各
何
カ
ヽ

可
キ
ト

計
一フ

云
フ

。
爰
長
良
進
出
テ
ヽ

申
サ
ク

、
戦
場
ニ

决
ス
ル
コ
ト

雌
雄
一ヲ

、
不
可
依
ル

勢
ノ

多

少
一ニ

。
只
以
計
一ヲ

為
先
一

。
然
レ
ト
モ

彼
ハ

四
十
万
騎
ナ
リ

。
此
ハ

纔
カ
ニ

十
万
騎
也
。
既
ニ

多
少
懸
隔
ナ
リ

。
実
ニ

大
陣
難
シ

破
一リ

。然
ル
ヲ

王
陵
ト
申

兵
ア
リ

。

計
コ
ト

賢
ク

心
武
ク�
一
人
當
千
ノ

兵
タ
ル

上
ヘ

、
隨
ヘ
タ
リ

數
千
ノ

兵
卒
一ヲ

。
彼
タ
ニ
モ

参
御
方
一

者
ナ
ラ
ハ

、
平
ラ
ケ
ム
コ
ト

逆
徒
一ヲ

更
無
疑
一

。早
可
キ

被
召
彼
一レ
ヲ

之

由
ヲ

申
ス

。
爰
ニ

高�
尤
可
ト
テ

然
一ル

悦
テ

遣
サ
レ
シ
ニ

使
一

、
王
陵
無
左
右
一

高�
ニ

奉
リ
ヌ

隨
一

。項
羽
聞
之
一ヲ

大
ニ

驚
テ

云
ク

、高�
ノ

兵
ハ

雖
少
一シ

皆
ナ

計
リ
コ
ト

勝
レ

心
武
ケ
シ

。
其
上
王
陵
率
シ
テ

數
千
騎
ノ

軍
兵
一ヲ

既
相
隨
之
上
ハ

今
度
被
コ
ト

破
陣
一

無
疑
一

。
此
事
―
―
―
。
爰
項
羽
ノ

方
ニ
モ

范
増
項
伯
ナ
ム

ト
申
ス

兵
ノ

共
ノ

候
ケ
ル
カ
計
ヒ

申
様
ハ

、
彼
ノ

王
陵
カ

母
ア
リ

。
召
籠
テ

彼
一レ
ヲ

被
レ
ム
ニ

召
サ

王
陵
一ヲ

、
雖
武
キ

物
ノ

賦
一ナ
リ
ト

母
子
恩
愛
之
情
ハ

サ
ス
カ
難

捨
事
テ

候
ヘ
ハ
、定
テ

可
奉
隨
君
一ニ

ト
申
。尤
可
然
一

ト
テ
仍
テ
召
取
テ

陵
カ

母
一ヲ

、急
キ

使
者
ヲ

遣
サ
レ
テ

王
陵
カ

許
一ヘ

云
。
我
レ

与
高�
一

戰
コ
ト

已
ニ

送
レ
リ

��



數
年
一ヲ

。
然
レ
ト
モ

互
ニ

無
テ
コ
ソ

勝
負
一

罷
過
ツ
ル

者
ノ
ヲ

、
汝
今
引
率�

數
千
ノ

兵
一ヲ

奉
付
キ

高�

一ニ

。
我
レ

於
今
一

者
被
破
陣
一

無
疑
一

。
是
レ

非
第
一
ノ

遺

恨
一ニ

哉
。
付
其
一

者
汝
カ

母
在
此
一

。
若
存
孝
行
一ヲ

早
可
シ

来
一ル

。
不
ハ�
忽
可
失
汝
カ

母
ノ

命
一ヲ
云�

。
爰
ニ

母
聞
此
事
一ヲ

、若
我
子
有
ト
テ

飜
ヒ
ル
カ
ヘ
ル

心
一モ
コ
ソ

、

食ク
ヒ

切
テ

指
一ヲ

書
キ

消
息
一ヲ

、竊
カ
ニ

遣
王
陵
カ

許
一

��
云
、忘
親
子
恩
愛
之
情
一

戰
場
ニ

捨
ハ

命
一

是
レ

武
將
ノ

常
ノ

習
ヒ

勇ヨ
ウ

士
ノ

定
レ
ル

心
ナ
リ

。我
由
テ

在
ル
ニ

此
一ニ

返
ス

馬
鼻
一ヲ

者
ナ
ラ
ハ

後
代
ニ

留
メ

不
覚
ノ

名
ヲ一

、
傍

カ
タ
ヘ
ノ

部
人
ニ

謂
ハ
レ
ム

有
リ
ト

二
心
一

。就
中
項
羽
ハ

政
コ
ト

違
天
心
ニ一

之
故
亡
セ
ム
コ
ト

命
ヲ一

在
リ

近
一キ
ニ

。
高�

ハ

所
行
一ナ
ウ

合
ヘ
リ

道
一ニ

。
取
コ
ト

世
一ヲ

無
疑
一

。
相
構
テ

運
テ

深
キ

志
一ヲ

可
顕
忠
節
ノ

色
一ヲ

。
我
レ

縦
ヒ

五
躰
ヲ

被
摧
カ

寸�

一ニ

一
身
ヲ

被
ト
モ

切
ラ

段�

ニ

、爲
ト

汝
一カ

思
ヘ
ハ

更
不
可
爲
痛
一ト

。
若
我
レ

カ
ク
テ
有
レ
ハ

汝
チ

有
レ
ト

心
弱
一ハ
キ
コ
ト
モ
コ
ソ

思
フ

故
、
忽
ニ

捨
ツ
ル

命
一

也
ト

書
キ

留
メ
テ

、即
拔
キ

釼
一ヲ

臥
シ
テ

其
ノ

上
一ニ

死
シ
ヌ

○

王
陵
披�
一

目
モ

暗ク
レ

心
迷
テ

、
只
消
息
ヲ

宛
面
一ニ

悲
涙
湿

シ
ホ
ル

袂
ヲ一

。
母
ノ

思
子
一ヲ

之
習
ヒ

自
古
一

雖
事
舊
一

、
正
ク

亡
身
失
命
一

マ
テ
ノ
事
実
ニ

。(

一
行

分
空
白)

蒙
求
ニ

陵
母
釼
ニ

臥
ス
ト

候
ハ

此
候
。
実
ニ

陵
カ

母
之
言
不
落
地
一ニ

。
項
羽
終
ニ

負
ケ
テ

戰
一ニ

亡
シ
キ

命
一

。(

一
行
分
空
白)

サ
テ
高�

打
勝
シ

之
日
王
陵
第
一
之
忠
臣
ト�
宰
相
マ
テ
ニ

成
リ
レ
シ

候
。

(

納
冨
常
天

｢

湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て

(
二)｣

、『

鶴
見
大
学
紀
要』

第
三
十
号
第
四
部

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学�

、
一
九
九
三
年
三
月
、
181

頁
。
な
お
、
句
読
点
は
、
論
者
が
適
宜
補
っ
た
〈
以
下
同
じ
〉。)

こ
の
説
草
は
、『

前
漢
書』

巻
四
十｢

王
陵
傳｣

に
基
づ
く
王
陵
と
そ
の
母
の
物
語
を
敷
衍
し
、
唱
導
の
語
り
に
仕
立
て
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
本
文
の
中
に｢

蒙
求
ニ

陵
母
劔
ニ

臥
ス
ト

候
ハ

此
候｣
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
話
は『

蒙
求』

に
も
、｢

陵
母
臥
劔｣

と
し
て
記
さ
れ

る
有
名
な
話
で
あ
る

(

11)

。
こ
の
説
草
に
お
い
て
は
、
副
題
に｢

母
思
子
之
志
深
事｣

と
あ
る
よ
う
に
、
高
祖
軍
に
従
っ
た
王
陵
を
味
方
に
付

け
る
た
め
、
項
羽
が
王
陵
の
母
を
人
質
に
取
っ
た
が
、
母
は
、
自
分
故
に
王
陵
が
高
祖
へ
の
忠
義
に
背
く
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

自
ら
命
を
絶
っ
た
出
来
事
を
語
り
、
王
陵
の
母
の
心
情
に
焦
点
を
あ
て
て
、
子
を
思
う
母
の
心
の
あ
り
が
た
さ
を
説
い
て
い
る
。

���



さ
ら
に
、
末
尾
に
は｢

元
徳
二
年
二
月
十
五
日
土
橋
用
之
／
正
慶
二
年
二
月
十
五
日
土
―
／
康
永
二
年
二
月
十
五
日
金
―｣

と
い
う
覚

え
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
草
は
、
涅
槃
会
に
お
い
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
説
草
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

納
冨
氏
が
紹
介
さ
れ
た
湛
睿
の
唱
導
資
料
に
お
い
て
、
涅
槃
会
に
関
す
る
説
草
は
、
他
に
一
点
あ
る
。
そ
の
説
草
は
、｢

題
未
詳｣

で
、
虫

損
・
汚
損
に
よ
る
判
読
不
明
箇
所
が
多
く
、
正
確
に
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
、
諸
仏
の
中
で
釈
尊
が

最
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
釈
尊
へ
の
結
縁
を
勧
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
涅
槃
会
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
涅
槃
会
に

お
い
て
は
、
こ
の｢
題
未
詳｣

の
説
草
に
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
法
話
が
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
こ
の

｢

題
未
詳｣

の
説
草
に
は
、｢
元
應
三
年[

辛
酉]

二
月
十
五
日
多
寶
寺
用
之
／
嘉
暦
四
年
二
月
十
五
日
東
禅
寺｣

と
覚
え
書
き
が
記
さ
れ

て
お
り
、
涅
槃
会
の
法
会
の
場
で
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
説
草｢

陵
母
因
縁｣
は
、
涅
槃
会
に
お
い
て
、
釈
尊
の
尊
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
説
く
法
話
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
、

例
え
ば
母
の
恩
愛
を
説
く
法
話
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、｢

陵
母
因
縁｣

は
、
高
祖
と
項
羽
の
戦
い
、
王
陵
を
味

方
に
付
け
る
た
め
の
両
者
の
駆
け
引
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
王
陵
と
そ
の
母
の
悲
劇
な
ど
、
単
に
母
の
恩
愛
を
説
く
に
と

ど
ま
ら
な
い｢

物
語｣

と
し
て
の
面
白
さ
を
備
え
て
い
る
。
こ
の｢

陵
母
因
縁｣

が
、
講
師
の
巧
み
な
弁
舌
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
想
像
す
る
と
、
聴
衆
は
、
例
え
ば
講
談
の
話
に
聞
き
入
る
よ
う
に
、
こ
の
話
を
楽
し
ん
で
享
受
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
て
く
る
。
お
そ
ら
く
、
涅
槃
会
は
、
教
化
と
芸
能
が
一
体
と
な
っ
た
、
娯
楽
の
場
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。(

な
お
、
こ
れ
ら

の
湛
睿
の
唱
導
資
料
が
使
用
さ
れ
た
涅
槃
会
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
涅
槃
会
に
お
い
て
、
貴
賤
老
若
男
女
の
聴
衆
が
多
く
参
集
し
、
説
教
を
聴
聞
し
て
い
た
様

子
は
、『

徒
然
草』

第
二
百
三
十
八
段
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。)

親
子
の
恩
愛
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
の
唱
導
の
語
り
の
中
に
お
い
て
は
、
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
法

���



会
に
お
け
る
唱
導
全
般
の
手
控
え
と
思
わ
れ
る『

東
大
寺
諷
誦
文
稿』

(

八
百
年
代
前
半
の
成
立)

収
載
の
亡
親
追
善
供
養
関
連
の
唱
導
文
で

は
、
ま
ず
親
の
恩
が
説
か
れ
、
そ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が
孝
子
に
よ
る
生
前
の
孝
養
で
あ
り
死
後
の
孝

(

追
善
供
養)

で
あ
る
と
説
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
あ
る
内
親
王
が
、
自
ら
の
後
世
菩
提
と
、
父
母

(

後
三
条
天
皇
と
茂
子
贈
皇
后)

お
よ
び
お
そ
ら
く
乳
母
の
追
善
供
養
の
た

め
に
営
ん
だ
法
会
に
お
け
る
、『

法
華
経』

な
ら
び
に『

阿
弥
陀
経』

『

般
若
心
経』

の
説
経
の
聞
書
で
あ
る『

法
華
百
座
聞
書
抄』

(

一
一

一
〇
年
成
立
か)
に
記
さ
れ
る
、
三
月
二
十
七
日
の
大
輔
得
業
覚
誉
の
説
経
も
同
様
の
説
き
方
で
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安
居
院
の
唱

導
と
密
接
に
関
わ
る
金
玉
句
を
類
聚
し
た
と
思
わ
れ
る『

金
玉
要
集』

(

室
町
末
期
写)

第
三
に
収
載
さ
れ
る
亡
母
追
善
供
養
法
会
関
連
の

唱
導
文
で
も
、｢

悲
母
事

因
縁
条
々
有
之｣

と
記
さ
れ
、
母
の
恩
が
説
か
れ
て
い
る
。

亡
親
追
善
供
養
法
会
に
お
け
る
唱
導
に
お
い
て
、
亡
き
親
の
恩
を
説
く
こ
と
は
、
追
善
供
養
法
会
が
亡
き
親
に
対
す
る
施
主
の
孝
で
あ

る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
ず
、
特
に
施
主
段
の
説
教
に
お
い
て
は
、
親
の
恩
に
報
い
る
施
主
を
讚
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
親
の
子
へ
の
恩
を
説

く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
説
草｢

陵
母
因
縁｣

か
ら
は
、
母
の
恩
愛
物
語
が
、
亡
母
追
善
供
養
法
会
の
み
な
ら
ず
、
涅
槃

会
な
ど
の
季
節
の
法
会
に
お
い
て
も
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
涅
槃
会
に
お
い
て
は
、
釈�
の
物
語
以
外
に
も
、
聴
衆
の
心

を
信
仰
に
導
く
た
め
の
様
々
な
物
語
が
語
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。｢

陵
母
因
縁｣

が
涅
槃
会
で
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
は
、
仏

教
に
お
い
て｢

孝｣

が
人
々
の
信
仰
と
不
可
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
母
の
恩
愛
説
話
が
一
般
の
聴
衆
に
好
ま
れ
た
話
柄
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

���



二
、
彼
岸
会
に
使
用
さ
れ
た
説
草

湛
睿
の
唱
導
資
料
か
ら
は
、
彼
岸
会
の
唱
導
に
お
い
て
も
、
母
の
恩
愛
物
語
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
次
に
そ
の
説
草

を
掲
げ
る
。

○｢

祈
テ

地
蔵
一ニ

癒
癩
病
一ヲ

事[

眞
貴
僧
都
因
縁
也]

／
母
悲
子
事｣

(

粘
葉
装
一
三
・
七
×
一
三
・
五
㎝
、
三
〇
八
箱)

興
福
寺
喜
多
院
ノ

眞
貴
僧
正
ハ

伊
賀
國
人
也
。
幼
少
時
、
佛
法
繁
昌
ノ

霊
地
興�
寺
差サ

シ

上
ス

宿
因
令
然
一ラ

、
喜
多
院
空
静

コ
ウ
シ
ヤ
ウ

僧
都
ノ

弟
子
ト

成
ル

。

心
操
尋
常
ニ�
学
問
モ

懃
ニ

候
ケ
ル

間
、
僧
都
モ

哀
レ
ニ

思
テ

殊
ニ

情
ケ
ヲ

至
ス

。
此
小
童
何
ナ
ル

宿
業
ニ
ヤ

候
メ
レ

、
身
ニ

受
癩
病
一ヲ

。
然
間
坊
中
ノ

人�

モ
皆

�
之
一ヲ

。隣
坊
ノ

輩
モ

悉
ク

悲
之
一ヲ

間
、
幼
稚
ノ

心
ノ

底
無
ク

限
一リ

心
憂
ク

覚
ヘ
ケ
レ
ハ

、
即
行
猿
澤
ノ

池
一ニ

投
ケ
ン
ト
シ

身
一ヲ

候
ケ
ル
ニ

、
古�

ヨ
リ

付
タ
リ
ケ
ル

従
者
ノ

童

悲
ノ

餘
リ

諸�
申
ケ
ル
ハ

、主
從
ノ

契
ハ

今
生
一
世
ノ

契
ニ

非
ス

。
生�
世�
ノ

深
キ

始
ミ

也
。
此
童
カ

申
サ
ン
ニ
隨
テ

枉
テ

今
一
度
古�
ヘ

返
リ

、
縱
雖
見ミ

ニ

悪ク
キ

御
質
一ヲ

母
御
前
ニ

今
一
度
奉
リ

見
一ヘ

、
最
後
ノ

御
見
参
シ

候
テ

後
ニ

イ
カ
ニ
モ
成
セ

給
ヘ
カ
シ
ト

申
ケ
レ
ハ
、
此
兒
流
涙
云
、
古�
ヘ
ハ
錦
ノ

ハ
カ
マ

ヲ
著キ
テ
コ
ソ

返
ル
ト

云
ニ

、此
病
ヲ

帯�
身
一ニ

行
カ
ン
コ
ト

人
ノ

思
ハ
ン

事
モ

ハ
ツ
カ
シ
。又
母
子
ニ

恩
愛
ノ
中
ニ
モ

争
カ

ウ
ト
ム
心
無
ラ
ン

。只
不
如
一�
ニ
ハ
ト
テ

身
一ヲ

、

髮
ヲ

三
ニ

分
テ

、
一
ヲ
ハ

春
日
ノ

明�
ニ

進
ラ
ス

。
一
ヲ
ハ

本
國
ノ

氏�
ニ

進
ラ
ス

。
一
ヲ
ハ

母
ノ

形
見
ニ

進
ラ
セ
ヨ
ト
テ

、
ヤ
カ
テ
髮
ヲ

切
ラ
ン
ト
セ
シ

時
、
此
童
取
付
テ

ヲ
メ
キ
サ
ケ
ヒ
流
涙
一ヲ

悲
ケ
レ
ハ

心
ヨ
ハ
ク
成
テ

再
隨
ヌ

古�
ノ

風
一ニ

。
夜
ノ

内
出
本
寺
一ヲ

趣
伊
賀
國
一ヘ

。
今
ハ

限
ノ

道
ナ
レ
ハ

春
日
野
景ケ

イ

氣キ
モ�
見�
一

、

何
ノ

比
返
リ

来
ラ
ン
ト

思
フ
ニ

暁
ノ

鐘
ノ

音
モ

イ
ト
哀
ニ

オ
ホ
ヘ
、
坊
中
ノ

有
様
野
外
ノ

鹿
ノ

音ネ

名
殘
惜
ク

物
哀
シ

。
論
談
ノ

聲�
留
耳
底
一ニ

、
傍
輩
人�

カ
ケ
ロ
フ

眼
ノ

前
一
ニ

。
三
笠
山
ノ

月
影
モ

今
夜
許
長ナ

カ

目メ
ト

思
ニ

涙
ク
モ
リ
テ
オ
ホ
ロ
ニ
オ
ホ
ヘ
、
春
日�
ノ

参
詣
モ

只
今
許
ノ

歩
ミ
ト

思
ニ

悲
ミ

切
也
。漸
ク

���



山
モ

遠
カ
リ

鐘
ノ

声
モ

不
聞
一

。纔
ニ

伴
フ

物
ト
テ
ハ

ヤ
モ
メ
烏
ス
ノ

ウ
カ
レ
子
觸
レ

打
一

随
テ

時
一

催
シ

哀
一ヲ

碎
肝
一ヲ

コ
ト
云
事
無
シ

。泣�
行
古�

ニ一

、
母
ニ

對

面
ス

。
母
見
之
一

流泣
涙歎
無
限
。
争
不
悲
乎
。
挙
声
大
叫
云
、
我
レ

有
カ

何
ル

罪
業
一

、唯
一
子
ナ
ル
ニ

令
メ
タ
ル

受
ケ

如
此
一ノ

病
一ヲ

。
汝
何
ナ
ル

不
幸
ニ�

カ
ヽ

ル
悪
報
ヲ

得
ル
ヤ

。
悲
ノ

餘
リ

年
来
所
持
ノ

地
蔵
菩�
ニ

向
ヒ

奉
テ

、
手
ヲ

ス
リ
挙
聲
一ヲ

泣�
申
ケ
ル
ハ

、我
レ

聞
ク

、
吾
今
慇
懃
付
属
汝
ハ

尺
尊
ノ
遺
勅
也
。

地
蔵
已
領
受
之
一ヲ

給
ヒ
キ

。
今
世
後
世
能
引
導
ハ

地
蔵
ノ

悲
願
也
。
我
レ

幾
度
ヒ
カ

奉
シ

致
歸
依
一ヲ

。
願
以
慈
悲
一ヲ

助
ヘ

我
子
ノ

病
一ヲ

給
ヘ

。
若
定
業

有
テ

限
一

難
轉
シ一

者
、
願
ハ

我
カ

命
ニ

取
リ

替
ヘ

御
セ

。
我
已
ニ

及
衰
老
一ニ

、
設
雖
存
命
一

不
久
一

。
彼
ハ

盛
年
ノ

質
ナ
リ

。病
苦
平
癒
セ
ハ

在
ラ
ン
コ
ト

世
一ニ

可
久
一ル

。

若
今
生
ノ

願
望
空
ク
ハ

後
生
ノ

利
益
ト
テ
モ

又
タ

不
―

審
。
若
又
二
聖
引
攝
不
叶
者
、
大
聖
ノ

誓
ヒ

可
シ
ト

虚
妄
一ナ
ル

責
申
ケ
レ
ハ

、
地
蔵
責
メ
ラ
レ
テ

此
ノ

道
理
一ニ

、

其
夜
ノ

□
□
ニ

告
ク

小
兒
一

云
、汝
母
ハ

我
檀
那
□
歎
ク

汝
病
一ヲ

事
尤
理
也
。
我
可
助
汝
一

ト
テ
、
以
水
ヲ一

洗
給
フ
ト

思
ケ
レ
ハ

、病
フ

拭
ヒ�

ル

樣
失
セ

候
ヌ

。

夢
心
地
ニ

ウ
レ
シ
サ
無
キ

申
量
一

間
タ

、
君
ハ

誰
人
ソ
ト

問
フ
ニ

、
我
ハ

汝
カ

母
ノ

本
尊
地
蔵
菩�
也
。
常
ニ
ハ

三
笠
山
ニ

住
セ
リ

。
汝
チ

本
寺
ニ

還
テ

三
會
ノ

橋
ヲ

渡
リ
テ

寺
務
十
七
年
齡
七
十
二
ト

告
給
云�
。
夢
覚
テ

後
見
其
ノ

身
一ヲ

本
ノ

質
ス
カ
タ

ヨ
リ
モ
イ
サ
キ
ヨ
ク
遙
ニ

勝
タ
リ
ケ
ル

間
、
母
子
共
悦
テ

即
返
本
寺
一ヘ

、

如
思
一ノ

遂
ケ

修
学
之
業
一ヲ

、
別
當
寺
務
ニ

成
リ

三
千
貫
主
ト�
興
法
利
生
云�
。
眞
貴
忠
算
守
超
平
備
ト
テ

四
天
王
ニ

列
ヒ

、
是
併
地
蔵
菩�

巧
方
便

□
母
ノ

子
ヲ

悲
ム

事
昔
ヨ
リ

如
此
。

(

納
冨
常
天

｢

湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て

(

二)｣

、『
鶴
見
大
学
紀
要』

第
三
十
号
第
四
部

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学�
、
一
九
九
三
年
三
月
、
193

頁
。)

題
の
割
注
に｢

眞
貴
僧
都
因
縁
也｣

と
あ
る
よ
う
に
、
興
福
寺
の
眞
貴
僧
正
は
若
い
頃
身
に
癩
病
を
受
け
た
が
、
母
が
、
信
仰
し
て
い

た
地
蔵
菩�
に
祈
り
、
地
蔵
菩�
の
霊
験
に
よ
っ
て
病
が
平
癒
し
た
因
縁
譚
で
あ
る
。
末
尾
に
は｢

元
亨
元
八
彼
岸
多
―
用
之｣

と
覚
え

書
き
が
記
さ
れ
て
お
り
、
寺
院
の
彼
岸
会
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
説
草
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(｢

多
―｣

は

｢

多
寶
寺｣

〈
鎌
倉
扇
が
谷

���
(

マ
マ)

イ
フ
カ
シ



に
あ
っ
た
忍
性
を
開
山
と
す
る
律
宗
寺
院
〉
の
略
記)

。
彼
岸
会
に
お
い
て
も
、
涅
槃
会
同
様
、
一
般
の
参
詣
者
が
講
師
の
説
教
を
聴
聞
し
よ
う

と
多
く
参
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
説
話
の
眼
目
は
、
最
後
に
、｢

地
蔵
菩�

巧
方
便
□
母
ノ

子
ヲ

悲
ム

事
昔
ヨ
リ

如
此｣

と
あ
る
よ
う

に
、
地
蔵
菩�
の
霊
験
を
語
る
と
と
も
に
子
を
思
う
母
の
恩
愛
を
語
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、彼
岸
会
に
聴
聞
す
る�
あ
り
が
た
い
お

話�
と
し
て
、
仏
菩�
の
霊
験
譚
と
と
も
に
母
の
恩
愛
物
語
が
人
々
に
好
ま
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
話
と
の
類
話
が
、
簡
略
な
が
ら
、『

直
談
因
縁
集』

巻
六
―
八｢

真
義
僧
正
、
児
ノ

時
ニ

業
病
ヲ

受
ケ

父
母
薬
師
ニ

祈
リ

平�

ス
ル

事｣

に
あ
る
。
た
だ
し
、『
直
談
因
縁
集』

で
は
、
眞
貴
僧
正
が｢

真
義
僧
正｣

、
生
国
が｢

伊
勢
国｣

で
あ
り
、
父、
母、
が
持
仏
で
あ
る
薬
師
に

祈
っ
て
児
の
病
を
平
癒
さ
せ
た

(

湛
睿
の
唱
導
資
料
で
は
、
母
が
持
仏
で
あ
る
地
蔵
に
祈
っ
て
平
癒
さ
せ
た)

こ
と
な
ど
、
細
部
が
異
な
っ
て
い

る
。
両
話
の
細
部
に
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
本
筋
を
同
じ
く
す
る
説
話
が
、
語
ら
れ
る
場
や
伝
承
の
過
程
で
変
容
し
て
い
っ
た
こ
と

を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、『

直
談
因
縁
集』

に
は
、
唱
導
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
説
草
が
影
響
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
、
そ
の
他
の
法
会
で
使
用
さ
れ
た
説
草

同
じ
よ
う
に
、
法
会
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
親
子
の
恩
愛
物
語
を
、
湛
睿
の
唱
導
資
料
か
ら
二
例
あ
げ
て
お
く
。
最
初

の
一
例
は｢

悲
母
因
縁｣

と
題
す
る
次
の
説
草
で
あ
る
。

○｢

悲
母
因
縁

惠
咲
勧
邪
見
母
一

令
臨
終
正
念
事
／
臨
終
知
識
事

弥
陀
念
佛
事
／
子
勧
母
事｣

(
粘
葉
装
一
五
・
八
×
一
三
・
一
㎝
、
三
一
四
箱)

���



弥
天
ノ

道
安
法
師
ニ

有
三
千
人
弟
子
。
其
中
有
惠
咲
比
丘
ト

云
者
一

。
彼
比
丘
之
母
儀
邪
見
放
逸
テ

不
弁
因
果
一

、
懈
怠
無
慚
ニ�

無
信
佛
法
。

只
明
テ
モ

暮
テ
モ

自
悪
業
一

外
無
他
ノ

營
ミ一

。
惠
咲
大
ニ

歎
常
ニ
ハ

雖
誘
フ
ト

之
一

更
無
用
一

。
然
間
此
母
受
重
病
一

、
送
数
日
ヲ一

之
程
ニ

針
灸
ニ
モ

不
叶
祈

請
ニ
モ

不
達
セ一

、
有
限
一

業
病
テ

候
ケ
レ
ハ

終
ニ

及�(
後
欠)

(

納
冨
常
天

｢

湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て

(

二)｣

、『

鶴
見
大
学
紀
要』

第
三
十
号
第
四
部

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学�

、一
九
九
三
年
三
月
、
225
頁)

本
資
料
は
断
簡
で
あ
る
が
、
表
題
と
副
題
お
よ
び
内
容
か
ら
、
道
安
法
師
の
弟
子
で
あ
っ
た
恵
咲
比
丘
の
母
は
、
邪
見
放
逸
の
無
信
心

者
で
あ
っ
た
が
、
臨
終
に
際
し
て
恵
咲
比
丘
が
善
知
識
と
な
り
、
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
さ
せ
、
極
楽
往
生
さ
せ
た
説
話
で
あ
っ
た
、
と
推
測

さ
れ
る
。
納
冨
氏
の
分
類
で
は
、｢(

Ａ)

仏
事
法
会
関
係｣

の｢

其
の
他｣

に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
、
母
と
子
の
恩
愛
物

語
が
、｢

悲
母
因
縁｣

と
し
て
涅
槃
会
あ
る
い
は
彼
岸
会
と
い
っ
た
、
一
般
の
参
拝
者
が
参
集
す
る
法
会
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
と
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
題
未
詳
な
が
ら
、
高
僧
と
そ
の
親
の
恩
愛
物
語
も
、
法
会
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
説

草
を
次
に
掲
げ
る
。

○｢

題
未
詳｣

(

折
本
装
一
三
・
三
×
一
一
・
五
㎝
、
三
三
五
箱)

大
和
國
河
井
ノ
森モ

リ
ニ

一
人
ノ

貧
賤
ニ�
渡
世
一ヲ

者
ノ

候
ケ
リ

。
ソ
レ
カ
、
或
時
纔
ニ

爲
半
錢
ノ

利
一

入
テ

山
一ニ

、
析コ

リ

薪
一

負
ヒ

背
一カ
ニ

荷
ヒ

肩
一タ
ニ

ナ
ム
ト�

歸
家
一

之
時
、
最イ

ト

苦
シ
ク

覚
之
間
、
路
ノ

頭
□
本
ニ

下
ロ�
薪
一

息
ヤ
ス
ミ

居
テ

倩
□
連ツ

ヽ
ケ
ヽ
ル
ハ

、
我
由
テ

前
世
ニ

不
ル
ニ

植
ヘ

功�
善
根
ノ

種
、
今
受
貧
賤
孤
露

之
報
一

。
渡
ル

世
ヲ一

之
計
コ
ト

難
ク�

叶
一

纔
カ
ニ

切
テ

薪
ヲ一

継
ク

命
一ヲ

下
賤
之
態
ニ

勞
ス

身
ヲ一

。
今
生
若
如
ク�
是
一

遂
ヒ

空
ク

走
シ
リ

過
ル

者
ナ
ラ
ハ

来
世
弥
サ
コ
ソ

���



悲
カ
ラ
ス
ラ
メ
ト

心
閑
ニ

案
シ

廻
ス
ニ

、
涙
タ

不
關セ

キ

敢ア
ヘ

一

数
尅
悲

カ
ナ
シ

ミ

泣
。
日�
ニ

傾
カ
ハ

西
山
一ニ

サ
テ
シ
モ
可
キ

留
一ル

處
ナ
ラ
ネ
ハ

、負
ヒ

薪
一ヲ

築
キ

杖
ヲ一

趣
ク

家
路
一

之

程
ニ

、
最
愛
ノ

男
子
ヲ

一
人
持
テ

候
ケ
ル

。
ワ
レ
カ
生
タ
ル

貧
賤
ノ

家
一ニ

者
ナ
レ
ト
モ

無
ク

容
顔
端
正
一ニ�

生
年
六
歳
ナ
リ
ケ
ル
カ

、
終
日
立
テ

門
一ニ

父
ヲ

待
チ

居
テ

候
。

ソ
レ
カ
父
ヲ

見
付
ル
カ

遅
シ
ト

、
ア
レ
ハ
我
カ

父�
ト

喚
テ

鞭ム
チ
ウ
テ

竹
馬
一ニ

走
シ
リ

來
リ

。負
タ
ル

薪
一ヲ

父
カ

袖
ニ

取
リ

付
テ

最イ
ト

喜
ヒ

候
ケ
ル
ヲ

、
父
如
何
思
ヒ

候
ケ
フ

。

築ツ
イ
タ
ル

杖
ヲ

取
リ

直ナ
ヲ�
散�
ニ

打
張

ウ
チ
ハ
リ

此
ノ

子
一ヲ

候
。
母
驚
二テ

吾
カ

子
ノ

泣
ク

聲
一ニ

走
出
テ

見
レ
ハ

、
父
カ

荒
タ
ル

氣
色
シ
テ

無
ク

情
一ケ

打
擲
ス
ル

間
、
母
取
リ

障サ
ヘ
テ

申
ケ
ル

樣
ハ

、
サ
レ
ハ
汝
ハ

何イ
カ
ニ

物
ニ

狂ク
ル
ヘ
ル�
。
汝
入
シ

山
一ニ

之
朝
ヨ
リ

今
日
ハ

常
ヨ
リ
モ

慕
テ

父
一ヲ

立
チ

門
一ニ

終ヒ
ネ

日モ
ス

慈
テ

汝
一

見
―

送
ル

山
ノ

方
ヲ一

。我
レ

ト
カ
ク
名
種

ナ
ク
サ
メ
テ

喚
ト
モ

無
リ
キ

入
コ
ト
モ

内
一ヘ

。
然
今
適
待
チ

得
タ
ル

其
ノ

心
ノ

中
ノ

悦
ハ
シ
サ

眤
シ
サ

何
許
リ
ノ

事
テ
カ
ハ

有
ル
ヘ
キ

。
日
來
ノ

恩
愛
ト

云
當
座
ノ

事
柄
ト
云

汝
モ

不ス

思
ヒ

知
一

哉ヤ
ハ

可
有
ル一

。
ソ
レ
ニ
有
レ
ハ
カ

何
過
一

今
如
是
一

無
ク
ハ

情
打
チ

サ
イ
ナ
ム
ソ
ト
申
テ

泣�
取
リ

放
テ

候
シ

。
於
是
父
カ

申
様
、
サ
レ
ハ
ト
ヨ
非
汝
獨
カ

子
一ニ

。
慈
愍
之
志
シ

誰
レ
カ
ハ

可
劣
ル

。
女
ハ

智
淺
ク�
偏
ヘ
ニ

悲
テ

當
時
一ヲ

不
知
將
來
一ヲ

。
男
ハ

悟
リ

深
ク�

有
テ

遠
キ

慮
ヲ
モ
ム
ハ
カ

一リ

不
哀
マ

眼
前
一ヲ

。我
有
テ

深
ク

所

思
一

打
ヲ

之
一

也
。�
ソ

父
ノ

慈
ミ
ハ

高
ク

自
モ

山
一

深
シ

自
リ
モ

海
一

。
朝
暮
ニ

守
コ
ト

之
一

如
眼
睛
一ノ

造
次
ニ�
之
一

似
掌
ノ

玉
一ニ

。彼
ノ

推
燥

ユ
ツ
ル
カ
ワ

一ケ
ル
ヲ

之
誠
全
ウ

不

疲
ツ
カ
レ

三
冬
之
霜
ニ
モ
一

、
代
ル

命
一ヲ

之
志
シ

殆
ホ
ト
ン
ト

可
被
ル

千
万
之
兵

ツ
ハ
モ
ノ
ヲ
モ

。
夏
往
キ

冬
來
レ
ハ

必
ス

思
ヒ

衣
之
厚
薄
ヲ一

、
朝
去
リ

暮
ヘ

至
レ
ハ

又
問
食
之
寒
温
ヲ一

。

下カ
シ

若ヤ
ク
ノ

村
ノ

酒
ヲ
モ

不
思
ハ

獨
リ�
一メ
ム
ト

、
上
林
苑

菓

エ
ン
ノ
コ
ノ
ミ
モ

偏
ニ

爲
ニ
ス

我
子
ノ一

。
サ
レ
ハ
幼
稚
無
識
ニ�

未
タ

弁
ヘ

東
西
ヲ一

有
テ
カ

何
ノ

悪
氣
一

忽
ニ

可
打
チ

張
ル一

。

但
案�

事
ノ

情
ヲ一

責
テ
モ

念
フ

子
ヲ一

之
至
リ

。我
身
コ
ソ

宿
福
薄
ク�
爲
ト
モ
下

折ヨ
リ
テ

薪
ヲ一

渡
ル

世
路
ヲ一

樵
夫
ノ

之
身
ト上

。此
ノ

子
ノ

爲
タ
ラ
ク

躰
一

容
顔
モ

不
悪
一カ
ラ

心
操
モ

不
ネ
ハ

咄
一ナ
ラ

、
振
舞
ヲ
モ

令
習
ハ

尋
常
一ニ

奉
テ

挙キ
ヨ

シ

可
キ

然
一

之
方
一ヘ
モ

、
將
來
成
ス
ト

人
一ト
モ
ヤ

存�
、不
馴
レ

近
ケ

賤
シ
キ

我
カ

身
一ニ
ハ

思
フ

故
無
ク
ハ

情
一

打
チ

張
也
。
常
ノ

上
ノ

珠
ハ

以
テ

無
ヲ

瑕
一

爲
喜
一

。
吾
子
ノ

心
操
是
レ

穏
ヲ
タ
ヤ
カ
ナ
リ

。
誰
レ
ノ

輩
カ

可
悪ニ

ク
一ム

。
籠
ノ

中
ノ

鶴
ハ

以
不
ル
ヲ

疲
一レ

爲
美イ

ミ
一シ
ト

。
吾
子
ノ

形
躰
不
悪ア

シ
一カ
ラ

。何
レ
ノ

人
モ

可
愛
一シ
ツ

。何
況
ヤ

父
ノ

本
ヨ
リ

慈
ア
ハ
レ

…

(

マ
マ)

深
キ

争
不
哀
マ

恩
愛
ノ

之
眤
一ヲ

、
ト
ク
ト
キ
連ツ

ヽ
ケ
テ

泣�
申
ス

間
タ

、
母
聞
之
一

実
ニ

理
リ
ナ
ル

間
、
共
ニ

押
涙
一ヲ

湿
袖
一ヲ

。
数
刻
シ
テ

歸
リ

家
一ニ

入
内
一ニ

候
ヌ

。
サ
テ
如
是
一

養
育�
已
ニ

成
ル

九
歳
一ニ

之
比
、
本
ヨ
リ
ノ

所
存
カ
ウ
テ
可
キ

終ハ
ツ

一
ナ
ラ
ネ
ハ
ト
テ

、
東
大
寺
ニ

上カ
ミ

司
ツ
カ
サ
ト

申
ス

所
ニ

無
ク

申
付
ル
ト
モ

誰
人
一ニ

只
捨
テ

置
テ

僧
坊
ノ

邊
一ニ

罷
リ

歸
候
。
於
是
有
テ

一
人
ノ

僧
一

見
付
テ

之
一

、
形
躰
事
柄
不
悪
一カ
ラ

見
ヘ

候
之
間
取
テ

之
一ヲ

童

���



部
ニ

召
仕
之
一

。
此
ノ

小
童
宿
習
令
然
一

、
不
ト
モ

假
人
ノ

勧
一メ
ヲ

頻
ニ

近
キ

馴
レ

学
窓サ

ウ
一ニ

利
根
聡
敏
ニ�

習
ヒ�

舍
ノ

頌
一ヲ

誦
經
論
ノ

要
文
一

之
間
、
サ
テ
ハ

ト
テ
此
ノ

僧
深
ク

憐
テ

止
メ
シ
メ

宮
仕
一ヲ

今
ハ

偏
ニ

勧
メ
シ
ニ

学
問
一ヲ

、�
ソ

聞
一
一ヲ

悟
十
一ヲ

上
性セ

イ

無
キ

雙
一ヒ

機
用
之
仁
ニ
テ

候
シ

程
ニ

、
兒チ

コ

共ト
モ
ト

同
ク

持
テ

成
シ
テ

令
ム

稽
古
習
学
一セ

。
遂
使
剃
髪
一

成
シ

法
師
一ト

交
ヘ
テ

衆
一ニ

列
ス

学
場
一ニ

。
顕
密
ノ

諸
宗
如
向
カ

鏡
一ニ

大
小
ノ

經
論
似
瑩
玉
一ヲ

。
成
テ�

舍
婆
娑
之
碩
徳
一ト

仰
カ
レ

花
厳
三
論
之
明
哲
一ト

、
終
ニ

遂
ケ
テ

維
摩
之
竪
義
一ヲ

得
其
ノ

業ケ
ウ

一ヲ

更
ニ

登
三
會
之
講
匠
ニ一

任
已
講
一ニ

。
仙
懷

ク
ワ
イ

已
講
ト

申
テ

南
北
二
京
ニ

流
名
一

施
誉
一

名メ
イ

望ハ
ウ

無
カ
シ

雙
一ヒ

之
碩
学
○

此
人
有
ル

時
思
出
テ
ヽ

往
事
一ヲ

行
キ

向
ヒ

阿
井
ノ

森モ
リ

一ニ

遍
ク

尋
ネ

問
フ
ニ

之
一

毎
ニ

人
一

無
シ

知
レ
リ
ト
云

者
ノ一

。
然
間
且
ハ

失
本
意
一ヲ

且
ハ

哀
レ
ニ

悲
ク

覚
ヘ
テ

不
ス

弁
ヘ

東
西
一ヲ

。
無
ク

爲
方
一

徘
徊
シ

日
漸
ク

傾
ク

西
山
一ニ

之
程
ナ
ル
ニ

古
老
一
人
出
來
レ
リ

。
已
講
委
ク

尋
ル
ニ

之
一ヲ

古
老
申
ケ
ル
ハ

、
サ
様
ノ

人
先
年
ニ
ハ

此
處
ニ

見
ヘ

候
。但
ソ
レ
カ
夫
婦�
ニ

成
テ

盲
目
一ト

更
無
懸
ク
ル

情
一ヲ

之
人
一

失
渡
ル

世
一ヲ

之
便
一

。當
時
ハ

ア
ノ
遙
カ
ニ

見
ヘ

候
山
里
ニ
ナ
ム
ト
コ
ソ

傳
ヘ

承
ハ
リ

候
ヘ
ト
申

。
已
講
大
ニ

悦
テ

侍
サ
フ
ラ
ヒ

中
童
子
ナ
ム
ト
ヲ
ハ

留
メ

置
キ

山
ノ

麓
フ
モ
ト

一ニ

唯
我
身
獨
リ

隨
ヒ

教
ヘ
ニ
一

分
ケ

入
テ

深
山
一ニ

尋
ル
ニ

之
一

谷
ノ

底
巌
ノ

間
ハ
サ
マ
ニ

有
一
ノ

柴シ
ハ

ノ
庵

イ
ホ
リ

一

。
秘
カ
ニ

立
寄
テ

伺
フ
ニ

之
一

有
二
人
ノ

盲
目
一

。
近
付
テ

聞
ケ
ハ

物
語
一ル
ヲ

無
ク

可
モ

疑
一フ

昔
ノ

我
カ

親
之
聲
ナ
シ

間
タ

、
已
講
是
ヲ

我
カ

父

母
ニ
御
ス
ト

覚
候
ハ

僻
事
ニ
ヤ

候
ト
申

。
時
ニ

此
ノ

二
人
ノ

盲
シ
ヰ

申
様
ハ

、
カ
ウ
仰
ラ
ル
ヽ
ハ

誰
人
ニ
テ
御
。�
時
已
講
云
、我
是
幼
少
之
昔
シ

奉
テ

離
一レ

被
捨
テ

置
カ

東
大
寺
ニ一

今
ハ

申
仙
懷
已
講
ト一

者
也
ト

。
於
是
盲
目
ノ

云
、
サ
ル
事
コ
ソ

全
ウ

不
覚
ヘ

候
一ハ

。
何
カ
ニ

申
サ
ム

哉
。
如
ノ

是
一

非
人
乞
丐
之
身
ト�

争
カ

已

講
御
房
ナ
ム
ト

奉
申
一

子
ヲ
ハ

可
奉
持
一

。努
力��
可
有
一

候
ハ
ス
ト

不
承
引
一

。�
時
已
講
慇
ニ

語
リ

上
件
ノ

子
細
一

更
取
テ

父
カ

手
ヲ一

引
キ

入
レ

我
カ

懷
ノ

中
一ニ

昔
以
杖
一ヲ

被
シ

打
一タ

背
カ
ノ

疵
ス
ヲ

令
メ

探
之
一ヲ

語
下ル

我
レ

生
年
六
歳
ニ�
奉
打
一タ
ラ

之
往
事
上ヲ

時
キ

、
父
母
共
ニ

思
出
昔
シ
ノ

事
ヲ一

都
テ

無
キ

所
諍
一フ

之
間
、
三
人

合
額
一ヲ

数
刻
感
歎
シ

、
父
母
ハ

悦
テ

一
子
ノ

盡
ス

孝
誠
一ヲ

之
志
ノ

忝
一コ
ト
ヲ

流
シ

涙
一ヲ

、
已
講
ハ

悲
テ

責
メ
ラ
ル

窮
餓
一ニ

之
事
ノ

躰
一ヲ

焦
ス�
一ヲ

。
於
是
父
母
申
様
ハ

、

我
等
由
テ

親
子
ノ

契
リ

不
ル
ニ

断
一

得
タ
リ

再
ヒ

相
ヒ�
フ
コ
ト

一

。
雖
是
レ

悦
ヒ
ノ

中
ノ

悦
一ナ
リ
ト

兩
眼
共
ニ

盲
テ

不
見
我
子
ノ

形
一ヲ

。
亦
是
レ

憂
ヘ
ノ

中
ノ

憂
ナ
リ
ト

悲
ミ
申

。

ケ
ニ
モ
無
極
一

之
理
○

然
ル
ヲ

此
ノ

已
講
ハ

諸
宗
窮
ル� ヲ
キ
ヨ

一ヲ

之
碩
学
ニ

候
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

能
讀
之
持
‐
行
者
テ

候
。
且
爲
報
父
母
之
重
恩
一ヲ

、
且
爲
仰
ム
カ

冥

衆
之
感
應
一

、
終
夜
奉
讀
ミ

法
花
経
一ヲ

。五
夜
之
哀ア

イ

猿エ
ン

叫
ケ
ヒ

月
一ニ

一
聲
之
山
鳥
入
雲
一

。
眞
山
ノ

奥
ク

実
ニ

物
サ
ヒ
シ
キ
ニ

○

暁
ノ

月
懸カ

ヽ
リ

梢
一ニ

松
ノ

嵐
冴サ
ヘ
テ

���
(
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嶺
一ニ

讀
誦
ノ

聲
澄
ミ

亘
タ
テ

折
節
柄カ

ラ

実
ニ

貴
ク

、
一
二
ノ

巻
モ

過
キ

三
四
ノ

巻
畢
。
本
―

自
リ

学
生
ニ
テ

深
ク

悟
ル

一
乗
ノ

奥
義
一ヲ

之
人
テ

候
カ
ハ

、
彼
ノ

六
根

浄
ノ

人
依
テ

一
乗
ノ

法
力
一ニ

見
ル

三
千
界
内
外
ノ

境
界
一ヲ

等
ノ

之
経
文
、
銘
シ
テ

心
府
一ニ

味ア
チ
ハ
ヒ

義
理
一

、
至
第
六
巻
ノ

法
師
品
一

、殊
ニ

致
シ

信
心
一ヲ

偏
ニ

仰
テ

法
力
一

祈
請
ス

吾
カ

父
母
ノ

盲
目
一

。
父
母
所
生
眼
悉
見
三
千
界
内
外ケ

弥
樓
山
須
弥
及
鐵
國
ト

。此
ノ

偈
文
ク
リ
カ
ヘ
シ�
泣�

数
反
奉
テ

讀
一

、

念
珠
ヲ

サ
ラ�
ト�
テ

、
願
法
花
経
中
去
来
現
在
諸
佛
世
尊
平
等
大
會
一
乗
妙
典
惣
テ
ハ

霊
山
虚
空
二
處
三
會
發
起
影
向
當
儀
結
縁
一
切

大
衆
殊
別
一
乗
守
護
十
羅�
女
、
早
ク

答
テ

我
孝
養
ノ

志
シ

至
テ

深
重
ナ
ル
ニ

一

立
所
ニ

平令
喩開
父
母
ノ

盲
目
一

、
父
母
ニ
ハ

令
見
成セ

イ

長
之
子
ノ

姿
一ヲ

弟
子
ニ
ハ

令
メ
玉
ヘ
ト

見
セ

二
親
兩
眼
之
明
一ナ
ル
コ
ト
ヲ

、
盡
シ

肝
膽
一ヲ

致
サ
ハ

祈
請
一

、
感
應
不
空
一

兩
眼
忽
ニ

開
ケ
ツ�

、親
子
互
ニ

得
テ

相
見
一ル
コ
ト

遂
ケ

候
生
前
ノ

本
望
ヲ一

。

是
即
雖
末
代
澆
季
一ナ
リ
ト

雖�
夫
愚
昧
一

、
孝
子
ト�
抽
ツ
レ
ハ

懇
切
ノ

孝
誠
一

経
王
施
速
疾
之
利
養
御
コ
ト

、�
ソ

言
モ

難�

盡
一シ

心
モ

絶
思
慮
一

之
間
、
親

子
三
人
只
合
額
一ヲ

執
手
一

悲
泣
流リ

ウ�
之
外
更
無
カ
シ

他
事
一

。
思
遣
候[

]

候
ケ
メ

。
遂
ニ

相
ヒ

具�

父
母
ヲ一

帰
ヘ
リ

東
大
寺
一ニ

盡�

孝
養
之
誠
一

致
水

寂
之
勤
一

候
。
実
ニ

是
知
。
父
ハ

有
テ

遠
キ

慮
オ
モ
ン
ハ
カ
リ

一

示
始
終
立
身
之
道
一ヲ

、
母
ハ

深�

目
―

近
チ
カ
キ

哀
一ヲ

濃
カ
ニ
ス
ト

眼
前
撫
育
ノ

情
一ケ
ヲ

ト
云
事
。�

親
ノ

育
ム

子
ヲ一

之
志
皆
以
如
是
一

。
即
経
ノ

中
ニ

父
ノ

慈
ア
ハ
レ
ミ

母
ノ

悲
カ
ナ
シ
ヒ

如
山
ノ一

ト
説
ク
ハ

是
テ

候
。
サ
レ
ハ
子
ト�

孝
ス
ル

親
ニ一

之
儀
一

、
須
クシ
ト

盡
力
ヲ一

致
誠
ヲ一

ト
内
典

外
典
異
口
同
音
ニ

勵
シ

勧
ム
ル
ハ

是
候
。

(

納
冨
常
天

｢

湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て

(

二)｣

、『
鶴
見
大
学
紀
要』

第
三
十
号
第
四
部

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学�
、
一
九
九
三
年
三
月
、

229
〜
235
頁)

こ
の
説
草
は
題
未
詳
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
宮
崎
円
遵
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
説
草｢

恵
心
僧
都
母
事｣

(

宮
崎
円
遵｢

源

信
和
尚
に
関
す
る
中
世
の
談
義
本｣

(『

宗
学
院
論
集』

第
四
九
号
、
一
九
七
九
年
三
月)

や
永
井
義
憲
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
説
草｢

院
源

僧
正
事｣

(

永
井
義
憲

｢｢

唱
導
文
学
史
資
料
考｣

、『

日
本
仏
教
文
学
研
究』

第
一
集
〈
豊
島
書
房
、
一
九
六
六
年
、
改
訂
版
〉
所
収)

に
通
じ
る
、
高

���
(
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マ)



僧
と
そ
の
親
の
恩
愛
物
語
で
、｢

仙
懐
已
講
事｣

と
題
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
法
会
で
使
用
さ
れ
た
か
を
記
す
覚
え
書

き
が
な
く
、
納
冨
氏
は
、(

Ａ)

仏
事
法
会
関
係
の｢

其
の
他｣

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
も
、｢

実
ニ

是
知
。
父
ハ

有
テ

遠
キ

慮
オ
モ
ン
ハ
カ
リ

一

示

始
終
立
身
之
道
ヲ一

、
母
ハ

深
シ
テ

目
―

近
チ
カ
キ

哀
ヲ一

濃
カ
ニ
ス
ト

眼
前
撫
育
ノ

情
ケ
ヲ
一

ト
云
事
。�

親
ノ

育
ム

子
ヲ一

之
志
皆
以
如
是
一

。
即
経
ノ

中
ニ

父
ノ

慈
ア
ハ
レ
ミ

母
ノ

悲
カ
ナ
シ
ヒ

如
山
ノ一

ト
説
ク
ハ

是
テ

候｣

と
、
父
母
そ
れ
ぞ
れ
の
慈
・
悲
が
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
亡
父
・
亡
母
の
追
善
供
養
法
会
に
お

い
て
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
涅
槃
会
や
彼
岸
会
の
よ
う
な
一
般
の
参
拝
者
が
集
ま
る
場
で
語
ら
れ
て
い
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
わ
れ
る
。(
な
お
、
湛
睿
の
唱
導
資
料
に
お
い
て
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
に
お
い
て
語
ら
れ
た
高
僧
と
そ
の
親
の
恩
愛
物
語
を
語
る
説
草
を
み
る

と
、
物
語
の
後
に
、
法
会
を
営
む
施
主
を
讚
え
る
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。)

さ
て
、
こ
の
説
草
に
お
い
て
信
仰
の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
説
草
が
、
高
僧
と
そ
の
親
の
恩
愛
物
語
を
語
り
な
が
ら
、
子
の

親
へ
の
孝
行
を
強
く
説
き
勧
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
湛
睿
の
唱
導
資
料
に
み
ら
れ
る
孝
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
著
に
お
い
て
、
納
冨
氏

が｢

追
善
供
養

(

逆
修
も
含
む)

に
使
用
し
た
も
の｣

に
分
類
し
た
唱
導
資
料
か
ら
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
が
孝
思
想
を
基
盤
と
し
て
営
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

(

追
善
供
養
は
亡
き
親
へ
の
死
後
の
孝
行
で
あ
り
、
仏
教
的
観
点
か
ら
追
善
供
養
が
真
の
孝
行
で
あ
る
と
す
る)

、

亡
親
追
善
供
養
法
会
に
お
い
て
、
親
の
恩
を
讚
え
法
会
を
営
む
施
主
の
孝
を
讚
え
る
説
教
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
説
草
に
、
高
僧
と
そ
の

親
の
恩
愛
物
語
を
語
る
説
草
が
あ
る
こ
と

(｢

悲
母
因
縁
大
納
言
禅
師｣

｢

道
瑜
法
橋
開
母
盲
目
事

母
志
事
／
薬
王
品
事｣)

、
を
述
べ
た

(

12)

。
と
こ
ろ
が
、

本
説
草
か
ら
は
、
高
僧
と
そ
の
親
の
恩
愛
物
語
が
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
の
み
な
ら
ず
一
般
の
参
拝
者
を
対
象
と
し
た
法
会
に
お
い
て
、

孝
思
想
と
密
接
に
関
わ
っ
て
説
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
説
草
を
み
る
と
、
仙
懐
已
講
は
、
父
親
が
将
来
を
慮
っ
て
の
こ
と
と
は
い
え
、
捨
て
ら
れ
た
子
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
僧
に
な
る
に

お
よ
ん
で
両
親
を
探
し
、
再
会
し
た
両
親
が
盲
目
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
肝
胆
を
尽
く
し
て
仏
に
祈
請
す
る
。
そ
の
時
唱
え
る
台

���



詞
は
、｢

願
法
花
経
中
去
来
現
在
諸
佛
世
尊
平
等
大
會
一
乗
妙
典
惣
テ
ハ

霊
山
虚
空
二
處
三
會
發
起
影
向
當
儀
結
縁
一
切
大
衆
殊
別
一
乗
守
護

十
羅�
女
、早
ク

答
テ

我
孝
養
ノ

志
シ

至
テ

深
重
ナ
ル
ニ

一

立
所
ニ

平令
喩開
父
母
ノ

盲
目
一

、
父
母
ニ
ハ

令
見
成セ

イ

長
之
子
ノ

姿
一ヲ

弟
子
ニ
ハ

令
メ
玉
ヘ
ト

見
セ

二
親
兩
眼
之

明
ナ
ル
コ
ト
ヲ

一

｣

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
両
親
の
眼
が
開
い
た
の
は
、
こ
の
仙
懐
已
講
の｢

孝
養
ノ

志
シ｣

に
仏
が
感
応
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、｢

雖
末
代
澆
季
ナ
リ
ト

一

雖�
夫
愚
昧
一

孝
子
ト�

抽
ツ
レ
ハ

懇
切
之
孝
誠
一

経
王
施
速
疾
之
利
養
御
コ
ト�

ソ

言
モ

難�

盡
シ一

心
モ

絶
思
慮
一｣

と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に｢

サ
レ
ハ
子
ト�

孝
ス
ル

親
ニ一

之
儀
一

、
須
クシ
ト

盡
力
ヲ一

致
誠
ヲ一

ト
内
典
外
典
異
口
同
音
ニ

勵
シ

勧
ム
ル
ハ

是
候｣

と
語

り
収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
説
草
が
、
仙
懐
已
講
と
そ
の
親
の
恩
愛
物
語
に
よ
っ
て
聴
衆
の
涙
を
誘
い
、
聴
衆
の
心
に
孝
の
念
を

染
み
込
ま
せ
る
よ
う
に
説
き
聞
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る

(

13)

。
こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
お
い
て
、
孝
思
想
は
、
唱
導
の

説
教
の
場
を
通
し
て
、
深
く
人
々
の
信
仰
や
生
活
思
想
の
中
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
文
学
や
芸
能
の
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
説
草
の
内
容
が
、
説
話
集
や
法
華
経
の
注
釈
書
、
さ
ら
に
は
謡
曲
の
中
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
、
高
僧
と
そ
の
親
と
の
恩
愛
物
語
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
説
草
で
は
、
父
親
が
我
が
子
の
将
来
を
考
え
て
杖

で
打
ち
据
え
、
後
に
再
会
し
た
際
に
、
そ
の
疵
が
親
子
の
証
と
な
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
説
話
集
や
謡
曲
に
み
え
る
、
い
わ
ゆ
る

｢

弓
継｣

の
物
語
と
類
似
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
い
わ
ゆ
る｢

弓
継｣

の
物
語
に
つ
い
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、

『

三
国
伝
記』

巻
七
第
十
八｢

天
台
座
主
延
昌
僧
正
事｣
で
あ
ろ
う
。
加
賀
国
の
白
山
八
院
で
修
学
し
て
い
た
千
代
鶴
丸
は
、
故
郷
の
父
母

を
恋
し
く
思
い
密
か
に
家
を
訪
れ
る
が
、
父
親
は
持
っ
て
い
た
弓
が
三
つ
に
折
れ
る
ほ
ど
散
々
に
打
擲
し
て
追
い
返
す
。
親
を
恨
ん
で
彷

徨
っ
て
い
た
千
代
鶴
丸
は
比
叡
山
の�
記
と
出
会
い
、�
記
に
連
れ
ら
れ
て
比
叡
山
に
登
っ
て
出
家
し
、
つ
い
に
は
天
台
座
主
に
ま
で
な

る
。
年
老
い
た
父
は
、
夢
の
告
げ
に
よ
っ
て
我
が
子
が
天
台
座
主
に
な
っ
た
こ
と
を
察
し
、
折
れ
た
弓
を
首
に
懸
け
て
訪
ね
て
行
き
再
会

す
る
。
こ
の『

三
国
伝
記』

の
延
昌
僧
正
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
阿
部
泰
郎
氏
に
よ
っ
て
、『

内
外
因
縁
集』

や
能『

弓
継
物
狂』

、
室
町

���
(

マ
マ)



物
語『

弓
継』

な
ど
、
語
り
物
や
芸
能
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
阿
部
氏
は
、『

法
華
経』

の
直
談
で
あ

る『

直
談
因
縁
集』

七
―
四
一
、
妙
音
品[

弓
継
事]

が
殆
ど
同
巧
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、『

直
談
因
縁
集』

に
は
、｢

唱
導
の
場
で
実

際
に
流
通
し
た
で
あ
ろ
う
物
語｣

が
幾
つ
も
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る

(

15)

。
父
親
が
我
が
子
の
将
来
を
考
え
て
杖
で
打
ち
据
え

る
点
、
ま
た
、
後
に
高
僧
と
な
っ
た
子
と
親
が
再
会
す
る
点
に
お
い
て
、
本
説
草
は｢

弓
継｣

の
物
語
に
類
似
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
直
接
的
影
響
と
い
う
の
で
は
な
く
、
阿
部
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
な
、｢

唱
導
の
場
で
実
際
に
流
通
し
た
で
あ
ろ
う｣

類
似
の
物
語

の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
湛
睿
の
唱
導
資
料
を
み
て
い
く
と
、
高
僧
と
親
と
の
恩
愛
物
語
が
、
実
際
の
唱
導

の
場
で
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
高
僧
と
親
と
の
恩
愛
物
語
は
、
そ
の
よ
う
な
唱
導

の
場
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
が
練
ら
れ
、
や
が
て
は
芸
能
の
世
界
へ
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

ま
と
め

以
上
、
湛
睿
の
唱
導
資
料
に
お
け
る
説
草
の
中
、
涅
槃
会
、
彼
岸
会
、
そ
の
他
の
法
会
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
説
草
に
つ
い
て
、
信
仰

と
文
学
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
亡
親
追
善
供
養
法
会
に
使
用
さ
れ
た
説
草
と
同
様
、
涅
槃
会
、
彼
岸
会
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
法
会
に

お
い
て
も
、
親
子
の
恩
愛
物
語
は
重
要
な
テ
ー
マ
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
仏
教
に
お
い
て
は
、
日
常
の
生
活
に
お
け
る

信
仰
と
し
て
孝
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
親
子
の
恩
愛
物
語
が
、
信
仰
を
勧
め
る
た
め
だ
け
の
話
と
し
て
で
は
な
く
、
感
動

を
催
す
話
と
し
て
多
く
の
聴
衆
に
好
ま
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
唱
導
の
場
で
多
く
の
聴
衆
の

���
(
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涙
を
誘
っ
た
親
子
の
恩
愛
物
語
は
、
説
話
集
に
収
録
さ
れ
、
さ
ら
に
は
能｢

弓
継
物
狂｣

な
ど
の
芸
能
の
テ
ー
マ
に
も
影
響
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
に
使
用
さ
れ
た
説
草
を
併
せ
考
え
て
い
く
と
、
よ
り
明
確
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

湛
睿
の
唱
導
資
料
の
中
、
亡
親
追
善
供
養
法
会
に
使
用
さ
れ
た
説
草
に
は
、｢

悲
母
因
縁
大
納
言
禅
師｣

、｢

道
瑜
法
橋
開
母
盲
目
事

母
志
事
／

薬
王
品
事｣

と
い
う
、
高
僧
と
そ
の
母
と
の
恩
愛
物
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。｢

悲
母
因
縁
大
納
言
禅
師｣

は
、｢

大
納
言
の
愛
妾
で
あ
っ
た
女
性
が

大
納
言
亡
き
後
、
貧
し
さ
か
ら
我
が
子
を
捨
て
、
捨
て
ら
れ
た
子
は
三
井
寺
の
僧
に
拾
わ
れ
て
高
僧
と
な
り
、
母
を
訪
ね
て
遊
行
す
る
。

一
方
、
母
は
我
が
子
の
行
く
末
を
案
じ
て
泣
き
暮
ら
し
て
い
る
う
ち
、
両
目
を
泣
き
つ
ぶ
し
て
盲
目
と
な
り
、
非
人
乞
食
の
身
と
な
っ
て

天
王
寺
の
西
門
の
傍
ら
に
居
て
念
仏
を
唱
え
て
日
を
送
る
よ
う
に
な
る
。
図
ら
ず
も
天
王
寺
を
訪
れ
た
子
と
母
は
再
会
し
、
と
も
に
三
井

寺
へ
行
き
、
母
は
高
僧
と
な
っ
た
子
の
加
持
祈�
に
よ
っ
て
眼
が
開
く｣

と
い
う
物
語
で
あ
る
。
ま
た
、｢

道
瑜
法
橋
開
母
盲
目
事

母
志
事

／
薬
王
品
事｣

は
、｢

播
磨
国
の
賤
家
の
女
性
が
、
我
が
子
の
将
来
を
案
じ
、
自
ら
の
身
を
売
っ
て
、
我
が
子
を
比
叡
山
に
登
ら
せ
る
支
度
を

整
え
、
子
を
比
叡
山
に
登
ら
せ
る
。
子
は
学
問
に
励
む
日
々
を
送
る
が
、
母
は
子
の
行
く
末
が
気
に
か
か
り
、
泣
き
暮
ら
し
て
い
る
う
ち

に
両
目
を
泣
き
つ
ぶ
し
て
盲
目
と
な
り
、
仕
え
て
い
た
屋
敷
か
ら
暇
を
出
さ
れ
、
つ
い
に
道
端
で
物
乞
い
を
し
て
命
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
。
あ
る
時
、
比
叡
山
の
僧
が
通
り
か
か
り
、
乞
食
の
身
の
上
話
を
聞
き
、
同
学
の
僧
に
聞
い
た
話
と
違
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
比

叡
山
に
戻
っ
て
同
学
の
僧

(

道
瑜)

に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
。
道
瑜
は
急
ぎ
駆
け
つ
け
、
盲
目
と
な
っ
た
母
と
再
会
す
る
。
道
瑜
が『

法

華
経』
｢

薬
王
品｣

を
読
誦
し
祈
請
す
る
と
、
忽
ち
天
童
が
下
っ
て
き
て
母
の
眼
に
触
れ
母
の
眼
が
開
く
。
そ
れ
を
見
て
感
歎
し
た
人
々
が

話
を
伝
え
、
つ
い
に
は
帝
の
叡
聞
に
達
し
、
紫
衣
を
賜
り
、
道
瑜
は
母
へ
の
孝
行
を
尽
く
す｣

と
い
う
物
語
で
あ
る
。
湛
睿
の
唱
導
資
料

に
お
け
る
、
親
子
の
恩
愛
物
語
、
特
に
高
僧
と
そ
の
親
と
の
恩
愛
物
語
を
語
る
説
草
を
み
て
い
く
と
、
高
僧
と
そ
の
親
と
の
恩
愛
物
語
と

���



い
う
テ
ー
マ
が
、
法
会
の
唱
導
の
場
に
お
い
て
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
、
高
僧
と
母
と
の
恩
愛
物
語
に
は
、
母
が
困
窮
の
末
、
子
の
将
来
を
思
う
が
ゆ
え
に
手
放
し
て

(

捨
て
る
、
僧
に
す
る
な
ど)

母
子
が

別
離
し
、
子
は
高
僧
と
な
り
、
母
は
盲
目
と
な
っ
て
落
ち
ぶ
れ
、
後
に
母
子
が
再
会
し
、
子
の
祈
り
に
よ
っ
て
母
の
眼
が
開
く
、
と
い
う

パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

説
教
師
た
ち
は
、
唱
導
の
場
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な
物
語
が
人
々
の
心
を
捉
え
感
動
さ
せ
る
か
知
悉
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

寺
院
に
お
い
て
毎
年
催
さ
れ
た
涅
槃
会
や
彼
岸
会
、
ま
た
、
多
く
の
人
々
が
営
ん
だ
亡
親
追
善
供
養
法
会
な
ど
、
数
知
れ
な
い
法
会
の
場

に
お
い
て
、
人
々
を
泣
か
せ
、
感
動
さ
せ
る
物
語
が
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
物
語
に
つ
い

て
、
中
世
の
芸
能
者
た
ち
が
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

大
谷
節
子
氏
は
、
物
狂
能
の
構
想
の
類
型
を
甲
乙
二
群
に
分
類
し
、
甲
群
を｢

別
離
の
悲
し
み
か
ら
物
狂
と
な
っ
た
シ
テ
が
再
会
の
場

と
な
る
所
へ
尋
ね
て
い
く
構
想
の
も
の｣
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
物
狂
能
は｢

幼
い
子
と
親
の
別
離
再
会
譚
を
骨
格
と
し
て
い
る｣

こ
と

を
指
摘
し
、『

三
国
伝
記』

巻
七
第
十
八｢
天
台
座
主
延
昌
僧
正
事｣

に
代
表
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る｢

弓
継｣

説
話
と｢

丹
後
物
狂｣

を
比

較
し
て
、｢

弓
継｣

説
話
に
語
ら
れ
る｢

打
擲
追
放
出
世
再
会
型
と
で
も
い
う
べ
き
高
僧
伝｣

は
、
物
狂
能
甲
群
の
構
想
の
淵
源
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る

(

16)

。
ま
た
、｢

嵯
峨
物
狂｣

(｢
百
万｣

の
祖
型
と
な
っ
た
観
阿
弥
作
の
曲
。
現
存
し
な
い
た
め
具
体
的
な
内
容
は
不
明)

に

つ
い
て
、
細
川
涼
一
氏
が
、
叡
尊
門
下
の
律
僧
円
覚
上
人
導
御

(
一
二
二
三
〜
一
三
一
一)

の
伝
記
研
究
を
基
に
、｢

嵯
峨
物
狂｣

の
成
立
を

推
測
し
た
論

(

17)
(

法
金
剛
院
蔵

『

法
金
剛
院
古
今
伝
記』

、
大
覚
寺
蔵
享
禄
二
年
〈
一
五
二
九
〉
写

『

嵯
峨
清
凉
寺
地
蔵
院
縁
起』

に
記
さ
れ
る
導
御
の
伝

記
、
す
な
わ
ち
、｢

導
御
は
、
父
の
死
後
、
母
が
困
窮
の
末
に
や
む
な
く
手
放
し
た
捨
て
子
で
あ
り
、
寺
に
拾
わ
れ
律
僧
と
な
り
、
聖
徳
太
子
の
夢
告
に
よ
っ

て
、
衆
生
済
度
と
生
き
別
れ
た
母
に
再
会
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
清
凉
寺
・
壬
生
寺
や
法
金
剛
院
に
お
い
て
融
通
大
念
仏
会
を
興
行
し
、
ま
た
、
愛
宕

���



山
に
登
っ
て
母
と
の
再
会
を
地
蔵
菩�
に
祈
念
し
、
後
に
、
異
僧
の
告
げ
に
よ
っ
て
播
磨
国
印
南
野
で
母
と
再
会
す
る｣

、
と
い
う
導
御
の
奇
跡
物
語
を
観

阿
弥
が
能
に
仕
立
て
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る)

を
ふ
ま
え
て
、｢

嵯
峨
物
狂｣

は
、
高
僧
と
な
っ
た
子
が
導
師
と
な
っ
て
い
る
法
会
に
子

を
探
し
て
狂
乱
し
た
体
の
母
が
結
縁
に
訪
れ
る
と
い
う
、
甲
群
の
一
類
型
を
為
す
構
想
の
物
狂
能
で
あ
っ
た
の
で
な
い
か
、
と
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
、｢

そ
の
出
所
が
法
会
と
共
に
あ
っ
た
能
も
ま
た
、
譬
喩
因
縁
の
教
化
に
そ
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
有
り
得

べ
き
見
取
り
図｣
で
あ
り
、｢

少
な
く
も
物
狂
能
に
関
し
て
は｣

、｢

そ
の
淵
源
を
唱
導
資
料
に
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る｣

と
論
じ
て
い

る
。湛

睿
の
唱
導
資
料
に
み
る
説
草
に
は
、
使
用
し
た
年
月
が
覚
え
書
き
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、｢

悲
母
因
縁
大
納
言
禅
師｣

は
康
永
四
年

(

一
三
四
五)

に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、｢

道
瑜
法
橋
開
母
盲
目
事

母
志
事
／
薬
王
品
事｣

は
元
亨
二
年

(

一
三
二
二)

、
建
武
五
年

(

一
三
三
八)

、
康
永
二
年

(

一
三
四
三)
、
貞
和
三
年

(

一
三
四
七)

に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
説
草｢

悲
母
因
縁

大
納
言
禅
師｣

、｢

道
瑜
法
橋
開
母
盲
目
事

母
志
事
／
薬
王
品
事｣

が
、
物
語
の
構
成
に
お
い
て
物
狂
能
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
鎌

倉
末
期
か
ら
南
北
朝
に
お
け
る
法
会
の
場
に
お
い
て
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
た
高
僧
と
そ
の
母
と
の
恩
愛
物
語
が
、
物
狂
能
の
構
想
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

(

１)

永
井
義
憲
氏

『

日
本
仏
教
文
学』

(

塙
書
房
、
一
九
六
三
年)

(

２)

岡
見
正
雄
氏

｢

唱
導
師
と
説
話｣

(｢

日
本
古
典
文
学
大
系
第
二
期
月
報｣

９
、
一
九
六
四
年
一
二
月
。｢

小
さ
な
説
話
本
―
寺
庵
の
文
学
・
桃
華

因
縁
―｣

、『

国
語
と
国
文
学』

、
一
九
七
七
五
月
。
と
も
に
同
氏
著

『

室
町
文
学
の
世
界

面
白
の
花
の
都
や』

所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年)

(

３)

岡
見
正
雄
氏｢

説
教
と
説
話

多
田
満
仲
・
鹿
野
苑
物
語
・
有
信�
女
事｣

(『
仏
教
芸
術』

54
、
一
九
六
四
年
五
月)

、
同
氏｢

小
さ
な
説
話
本
―

���



寺
庵
の
文
学
・
桃
華
因
縁
―｣

(『

国
語
と
国
文
学』

、
一
九
七
七
五
月)

、
永
井
義
憲
氏

｢

唱
導
文
学
史
資
料
考
イ
金
沢
文
庫
蔵

｢

院
源
僧
正
事｣｣

(『

日
本
仏
教
文
学
研
究』

第
一
集
所
収
、豊
島
書
房
、
一
九
六
六
年
、
改
訂
版)

、
宮
崎
円
遵
氏

｢

源
信
和
尚
に
関
す
る
中
世
の
談
義
本｣

(『

宗
学

院
論
集』

第
四
九
号
、
一
九
七
九
年
三
月)

、
黒
田
彰
氏

｢

専
想
寺
蔵

女
人
往
生
聞
書

大
唐
平
州
男
女
因
縁

恵
心
僧
都
事
〈
影
印
〉｣

(『

愛
知

県
立
大
学
文
学
部
論
集』

三
七
号
、
一
九
八
九
年
二
月)

、
山
本
秀
人
・
宇
都
宮
啓
吾
氏

｢

唐
招
提
寺
片
仮
名
文
説
話
三
種

影
印
・
翻
刻
並
に
解

説
―

｢
取
鷹
俗
母
縁｣

｢

役
行
者
悲
母
事｣

｢

桃
華
因
縁｣

―｣
(『

鎌
倉
時
代
語
研
究』

第
二
十
一
輯
、
武
蔵
野
書
院
、
一
九
九
八
年
五
月)

、
木
村

明
子
氏

｢
金
沢
文
庫
本

『

楊
威
免
虎
害
事』

・『

張
敷
留
扇
事』｣
(『

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要』

第
三
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月)

な
ど
。

(

４)

納
冨
常
天
氏

｢

湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て

(

一)

〜

(

四)｣
(『

鶴
見
大
学
紀
要』

第
二
九
〜
三
二
号

｢

第
四
部

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学

�
｣

、
一
九
九
二
年
三
月
〜
一
九
九
五
年
三
月)

(

５)

納
冨
常
天
氏

｢
湛
睿
の
研
究｣

(

同
氏

『

金
沢
文
庫
資
料
の
研
究』

所
収
、
法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
六
月)

、
同
氏

｢

湛
睿
の
事
績｣

(『

駒
澤
大
学

仏
教
学
部
論
集』

三
七
号
、
一
九
八
九
年
二
月)

(

６)

納
冨
常
天
氏

｢

湛
睿
の
唱
導
資
料
に
つ
い
て

(

一)｣
(『

鶴
見
大
学
紀
要』

第
二
九
号

第
四
部

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学�

、
一
九
九
二
年

三
月)

(

７)

拙
著

『

孝
思
想
の
受
容
と
古
代
中
世
文
学』

(

新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
二
月)

(

８)

黒
田
彰
氏

｢

孝
行
集
と

『

道
安
仕
母
事』｣

(『

国
文
学』

〈
関
西
大
学
〉
七
十
八
号
、
一
九
九
九
年
三
月)

(

９)

黒
田
彰
氏

｢

三
国
伝
記
と
恵
心
僧
都
物
語
―
説
草
か
ら
説
話
集
へ｣

(『

説
林』

37
、
一
九
八
九
年
二
月)

(

10)

永
井
義
憲
氏

『

日
本
仏
教
文
学
研
究』

第
一
集

(
豊
島
書
房
、
一
九
六
六
年
、
改
訂
版)

(

11)

参
考
の
た
め
、『

蒙
求』

一
三
三

｢

陵
母
伏
劔｣

の
古
注

(

國
立
故
宮
博
物
院
蔵
上
巻
古
鈔
本)

を
次
に
掲
げ
る
。

烈
女
傳
曰
王
陵
母
者
陵
聚
黨
數
千
人
以
兵
属
漢
項
王
州
使
捕

ト
ラ
ハ

陵
母
置
軍
中
使
々
ツ
カ
ヒ

招
陵
々
母
私
送
使
‐
者
泣
曰
為
妾
曰
語
カ
タ
レ

陵
善
事
ヨ

漢
々
王
々

長
者
必
得
天
下
无
レ

以
老
‐
妾
懐
二
乃
伏
釼
死
以
固

勉
ツ
ト
メ
シ
ム

陵

(
池
田
利
夫
編

『

蒙
求
古
注
集
成』

上
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
一
一
月)

(

12)

注

(

７)

に
同
じ
。

(

13)

二
〇
〇
七
年
七
月
三
日
、
築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
節
談
説
教
布
教
大
会
に
お
い
て
、
廣
陵
兼
純
師
の
説
教
を
拝
聴
し
た
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願

を
説
く
説
教
は
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
そ
れ
は
見
事
な
説
教
で
あ
っ
た
。
そ
の
説
教
の
中
で
語
ら
れ
た
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
母
を
亡
く
し
た
孤

���
(

マ
マ)



児
と
亡
き
母
と
の
物
語
は
、
聴
衆
の
涙
を
誘
い
、
多
く
の
人
々
が
ハ
ン
カ
チ
で
目
許
を
拭
っ
て
い
た
。
説
教
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、
情
念
の
世
界
に

訴
え
な
が
ら
人
々
を
信
仰
へ
と
導
く
も
の
で
あ
り
、
説
教
を
聴
聞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
に
わ
き
起
こ
っ
て
く
る
宗
教
的
感
動
が
人
々
の
信
仰
心
を

形
成
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

(
14)
阿
部
泰
郎
氏

｢

唱
導
―�
唱
導
説
話�
考
―｣

(

説
話
の
講
座
３

『

説
話
の
場
―
唱
導
・
注
釈
―』

、
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
二
月)

(

15)
阿
部
泰
郎
氏

『

日
光
天
海
蔵
直
談
因
縁
集
翻
刻
と
索
引』

解
題

(

和
泉
書
院
、
一
九
九
八
年
一
〇
月)

(

16)

大
谷
節
子
氏

『

世
阿
弥
の
中
世』

(

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
三
月)

(

17)

細
川
涼
一
氏

｢

導
御
・
嵯
峨
清
凉
寺
融
通
大
念
仏
会
・｢

百
万｣

(『

文
学』

、
一
九
八
六
年
三
月)

(

た
な
か
・
の
り
さ
だ
／
本
学
教
授)

���


